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東日本大震災、東電福島
第一原発事故から 7年 

各地で、追悼・怒り・抗議の集会開かれる 

 

 

東日本大震災から、そして東

電福島第一原発事故から 7 年

の 3 月 11 日、全国・県内各地

で集会が開かれました。大名は

茨城の方々と東電本社前（写真

左：900 名）と原電本社前（写

真右：400 名）の集会に参加し

ました。 

 

 

双葉町から避難されている方のスピーチがありましたが、大変苦しい環境に涙ながらの訴えとなりまし

た。最後に茨城の人たちに「二度と絶対に原発事故は起こしてはなりません。何としても東海第二原発は止

められるよう頑張ってください」と、声をかけてこられました。 

また、原電前での訴えでは、東京からの参加者が「東海第二原発が事故になれば被害は茨城だけではすま

ない。首都圏の問題でもある。延長運転ストップのとりくみを強めよう」と力強い訴えがありました。 

東海駅前でも 

〝3・11 を忘れない東海イレブン

アクション〟 
 

東海駅東口前でも、恒例のイレブンアクションが

行われ、27 名が参加しました。参加者による「リレ

ートークや原発再稼働ストップの思いを歌に」した

りと、にぎやかなアピール行動となりました。 

17日、スポーツクライミング体験会開かれる 

 

 

  

小林由佳トーク＆パフォーマンス 

東海村文化・スポーツ振興財団が主催して 

のスポーツクライミング体験会が、17 日総合

体育館で行われました。東海村出身のフリー

クライマー小林由佳さんを招いてのトーク＆

パフォーマンスでは、午前の部に村長が参加

し村民を代表しクライミングに初挑戦、小林

さんと競いました。 

 村長のコメントでは、「足もしっかりつけな

ければならないが、気持ちが先行して手で登 

ろうとして身体がついていけなくなる」とのことでした。

「自由にやれば肩こりもすっかり消える」との声も。 

 この後の住民の体験会に、大名は都合で参加できなか

ったため、皆さんがどんなに楽しまれたか、確認できな

かったのが残念です。 

 無理なく楽しめるスポーツ、軽運動は心身の健康増進

にとても大切ですね。 

小林さん 村長 

村長 

小林さん 

「父の影響で始めたク
ライミング」。ところがい
つの間にか日本を代表
するクライマーに。 

ハンディはついてます
が、競争となると焦り
ます。 －村長－ 

決まったー！ 

自由自在 ！ 


